
1
禽
、
、

灘
雛
鰻
鱗
幾
議
馨
⑱
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叡
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桂

　
　
　
　
　
村
山
友
二
さ
ん

　
大
東
亜
戦
争
た
け
な
わ
の
こ
ろ
は
、

二
十
代
前
後
の
若
者
た
ち
が
勤
労
奉
仕

に
駆
り
出
さ
れ
、
公
共
施
設
の
修
理
等

の
労
務
に
服
し
た
も
の
で
す
。
そ
ん
な

時
代
の
中
、
息
抜
き
の
ひ
と
つ
と
し
て

村
の
青
年
団
に
よ
る
演
芸
会
を
尋
常
小

学
校
の
体
育
館
で
や
り
ま
し
た
。

　
桂
部
落
の
青
年
団
も
参
加
し
、
　
「
三

宝
音
頭
」
に
合
わ
せ
踊
り
を
披
露
し
ま

し
た
。
こ
の
写
真
は
、
帰
り
際
、
部
落

の
神
社
脇
で
撮
っ
た
も
の
で
す
。
右
端

の
衣
装
を
着
け
て
い
な
い
の
が
私
で
す
。

　
そ
の
後
、
間
も
な
く
終
戦
と
な
り
ま

し
た
が
二
度
と
戦
争
の
起
こ
ら
な
い
こ

と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

茎
唇
璽
』
艦
爆
、
O

圏胃ガン検診

　4月7日／保健センター／8：00～11：00／芋沢、田沢、

　　　　　東田沢、豊里、市之越、鷹羽

　4月8日／保健センター／8：00～11：00／田中、荒屋

躍

へ
9
’
一

　
ゾ

ヘ
9
く

妙

ζ

■糖尿病教室

　3月13日／保健センター／対象者に通知

■健康づくり事業

　3月14日／土倉分校／9：30～14：00／土倉

　3月16日／倉下克雪センター／9：30～14：00／倉下

■妊婦検診

　3月24日／上村病院／13：30～14：00
く
■
ぞ
　
i

■母親学級

　3月24日／上村病院／12：45～13：00／家族計画薄
、

■献血

　3月24日／保健センター／10：00～15：00

　4月5日／保健センクー／10：00～15：00

娠
、
予

ロ

ゾ
拶
一
イ
イ

一　1　
◇
　
　
　
　
　
ヨ

　
ー
　
　
1
0

　
　
　
　
　
月

　
　
　
　
　
4

　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
日

　
　
　
　
　
月

　
　
　
　
　
3

⑫（日）
休日救急医（津南病院費65－3161）

13（月）
糖尿病教室（右参照）

14（廻
健鷹づくり事業（右参照）

15㈱
高齢者講座（10：00～クラブ活動　老人福祉センター
13：00～今年度の反省会　総合センター）

16（掬
健康づくり事業（右参照）

17㈹
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00
相談員　樋口永蔵）

⑲（日）
休日救急医（千手診療所費68－2034）

20（月〉
農家相談日（中里村役場農業委員会8：00～17：00）

⑳（火）
春分の日

休日救急医（大島医院台52－2957）

24㈹
心配ごと・行政相談日（老人福祉センター13：00～16：00
相談員　藤田義一、山田正平）

母親学級、妊婦検診、献血（右参照）

25仕）
雪原カーニバル’89（P10参照）

⑳（日）
智原カーニバル’89（P10参照）
休日救急医（中条病院魯57－3018）

31㈹
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00
相談員　江口行男）

⑫（日） 休日救急医（上村病院費63－2111）

3（月〉
交通事故移動相談所（十日町市役所10：00～15：00）

5困
献血（右参照）

7團
胃ガン検診（右参照）

8仕）
胃ガン検診（右参照）

⑨（日）
休日救急医（津南病院費65－3161）

10（月〉
交通安全家庭の日

心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00
相談貝　根津敬）

”朔闘■馳懸
※変更する場合があります。御用の際は担当課で確認を。

　
清
田
山
雪
上
大
運
動
会
が
、

三
月
四
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
運
動
会
は
毎
年
春
を
呼

ぶ
た
め
に
行
わ
れ
る
の
で
す
が
、

今
年
は
ど
う
や
ち
先
に
春
が
来

た
よ
う
で
す
。
柔
ら
か
い
雪
に

足
を
と
ら
れ
な
が
ら
、
清
田
山

の
と
う
ち
ゃ
ん
か
あ
ち
ゃ
ん
が

一
生
懸
命
走
り
回
り
ま
し
た
。

一第2回信溜Il河岸段丘ウォーク参加者募集！一

　信濃川沿線（津南町～小千谷市）の市町村など主催の

信濃川河岸段丘ウォータにあなたも挑戦しませんか。

◎と　き　4月29日（緑の日）

◎コース④津南→小千谷52km⑧中里rケ小千谷42km

　　　　　◎川西一う小千谷22km　◎小千谷市内　12km

◎申込方法　4月10日までに公民館へ台63－3111㈹・2493

私たちの村の
■人ロ男3，391（一2）
　　　女3，389（±0）

　　　計6，780（一2）
■世帯数　1，631（±0）

　（　）内は前月比

　　　おもな内容
2～4べ一ジ中期基本計画の概要
　　5べ一ジ克雪住宅資金・奨学金

　　　　　　4月から貸付予定
　　6べ一ジ㈱当間高原リゾートに参加

　　7べ一ジ消費税4月からス9一ト
8～9べ一ジみんなの広場
10～11べ一ジお知らせ
　　12べ一ジ行事予定表お忘れなく

〒949－84新潟県中魚沼郡中里村大字田沢己2133番地TEL（0257）63－3中里村役場総務課■編集発行



象ミ

2

個性ある面る冒とづ《り肥葡進

中里村総合開発計画馨i

班
世
紀
に
向
け

　
　
　
　
　
　
　
　
中
期
基
本
計
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト

　
村
で
は
平
成
元
年
度
を
初
年
度
と
す
る
向
こ
う
五
ヵ
年
問
の
「
中

里
村
の
羅
針
盤
』
と
も
い
え
る
中
里
村
総
合
開
発
計
画
「
中
期
基
本

計
画
」
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
回
は
平
成
五
年
度
を
目
標
に

村
が
行
う
各
分
野
の
仕
事
を
豪
し
た
中
期
基
本
計
画
の
あ
ら
ま
し
を

紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の
「
中
里
号
』
が
無
事
航
海
で
き
る
よ
う

村
民
の
み
な
さ
ん
の
参
加
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。　　　　響饗欝ll雑繕宰螺1

　　　　　　纈噂嫉
練嘩畷一　．　幡

いつまでも残したい伝統芸能（田代神楽）

訓
画
策
定
の

　
　
　
　
　
　
趣
■

　
村
で
は
「
自
然
と
調
和
し
や

す
ら
ぎ
と
活
力
あ
る
住
み
よ
い

村
」
づ
く
り
を
目
指
し
て
昭
和

五
十
九
年
に
「
中
里
村
総
合
開

発
計
画
」
を
定
め
て
村
づ
く
り

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
の
期
間
は
昭
和
五

十
九
年
度
～
昭
和
七
十
年
度
（
平

成
七
年
度
）
ま
で
の
十
二
年
間

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
村
づ
く
り
は
短
期
間
で
は
う

ま
く
い
き
ま
せ
ん
。
長
い
年
月

と
た
く
さ
ん
の
お
金
が
か
か
り

ま
す
。

　
長
期
的
展
望
に
立
っ
て
、
住

民
の
み
な
さ
ん
の
要
望
を
取
り

入
れ
た
効
率
的
な
村
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
た
め
に
総
合
開
発

計
画
が
必
要
で
す
。

　
計
画
書
の
内
容
は
前
期
、
中

期
、
後
期
の
三
つ
の
基
本
計
画

に
分
か
れ
て
い
て
、
昭
和
六
十

三
年
度
で
前
期
期
間
が
終
り
に

な
り
ま
す
。

　
次
に
平
成
元
年
度
か
ら
始
ま

る
中
期
基
本
計
画
の
内
容
を
お

　
ら
せ
し
ま
す
の

劉
本
計
画
の

　
　
　
方
針
と
性
協

　
計
画
期
間
は
平
成
五
年
度
ま

で
の
五
ヵ
年
間
で
す
。

　
み
な
さ
ん
か
ら
昨
年
答
え
て

い
た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
を
参
考
に
し
な
が
ら
一
年
間

か
か
っ
て
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
村
内
外
の
有
識
者
を
メ
ン
バ

ー
と
す
る
総
合
開
発
計
画
審
議

会
の
審
議
を
経
て
、
村
議
会
に

報
告
を
し
た
後
村
内
全
戸
に
配

布
さ
れ
ま
す
。

　
昭
和
五
十
九
年
度
か
ら
の
方
針

を
貫
き
な
が
ら
、
住
民
全
般
の

生
活
様
式
の
高
度
化
、
意
識
の

多
様
化
に
応
じ
て
い
く
こ
と
を

心
が
け
て
い
ま
す
。

　
農
林
業
の
状
況
、
就
業
構
造

や
通
勤
事
情
の
実
態
、
過
疎
化

現
象
や
高
年
齢
化
等
の
著
し
い

地
域
構
造
の
変
化
が
み
ら
れ
ま

す
。　
一
方
で
は
高
速
交
通
体
系
、

高
度
情
報
化
社
会
、
ふ
る
さ
と

創
生
、
リ
ゾ
ー
ト
開
発
と
い
っ

た
新
し
い
動
き
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
多
く
の
課
題
を
幅

広
く
考
え
て
つ
く
ら
れ
た
今
回

の
中
期
基
本
計
画
は
、
次
に
紹

介
す
る
第
六
章
よ
り
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
中
の
大
き
な
特
徴
は
、

五
つ
の
事
業
か
ら
な
る
開
発
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
が
組
ま
れ
た

こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
村
の
課

題
で
あ
り
ま
す
雪
対
策
と
農
林

・
商
・
工
業
、
観
光
等
の
基
幹

産
業
の
振
興
、
人
と
人
と
の
交

流
推
進
に
よ
る
人
づ
く
り
が
特

徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
か
ら
将
来
に
向
っ
て
村

が
重
点
課
題
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
く
姿
勢
を
よ
り
明
確
に
し

た
こ
と
で
す
。

　
平
成
元
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
村
づ
く
り
を
、
み
ん
な
で

力
を
合
わ
せ
て
成
功
さ
せ
ま
し

よ
・
つ
。

（
中
里
村
総
合
開
発
計
画
）

●
基
本
構
相
心

　
昭
和
5
9
年
度
～
平
成
7
年
度

●
前
期
基
本
計
画

　
昭
和
59
年
度
～
昭
和
63
年
度

●
中
期
基
本
計
画

　
平
成
元
年
度
～
平
成
5
年
度

●
後
期
基
本
計
画

　
平
成
6
年
度
～

●
実
施
計
画

　
三
年
ロ
ー
リ
ン
グ

自然と調和しやすらぎと
　　　活力ある住みよい村

量榊
一
働

…
『
…
薩
，
搬
雛
醐
羅
灘
灘
鍵
蕪
難
難
鮮
、

．
．
縫
然
逡
灘
灘
礁
鰹
癒
懸
整
・

縫
難
盤
譲
雛
．
嚢
議
峯
灘

㊥　　
　
　
　
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

噌
冨

卿
＝

鍵
康
驚
鐵
麟
繊
蒸
盤
溝

．
饗
き
叢
緯

讐矧瞑塞■濠

産
業
、
輝
、
灘
発
懸
藤
養
懸
盤

産
澱
勤
臓
参
擁
で
き
る
村

羨畿

心
豊
か
で
意
欲
磁
な
義
、

づ
く
り
を
め
ざ
す
村
♂

雛濯翻薩

時
代
の
先
ど
り
で
村
民

の
英
知
を
集
め
築
く
村

　
こ
の
章
は
、
今
回
新
し
く
組

ま
れ
る
も
の
で
次
の
五
節
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

OD

は
つ
ら
つ
雪
国

　
　
　
　
　
環
境
づ
く
り

　
こ
の
地
域
で
生
活
し
て
い
く

た
め
に
は
、
雪
と
の
係
り
合
い

は
決
し
て
逃
れ
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
が
現
実
。
雪
と
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
く
か
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
雪
の
持
つ
克
服
す
べ
き
面
、

活
用
す
べ
き
面
等
の
課
題
に
対

応
し
た
施
策
を
進
め
て
行
き
ま

す
。①
雪
資
源
総
合
研
究
事
業
②
道

路
網
克
雪
整
備
事
業
③
克
雪
住

宅
整
備
促
進
事
業
④
利
雪
産
業

推
進
事
業
⑤
ス
ノ
ー
ス
ポ
ー
ツ

推
進
事
業
⑥
雪
国
文
化
創
造
事

業
の
ヴ
ィ
・
リ
ゾ
ー
ト
中
里

　
　
　
大
規
模
拠
点
づ
く
り

　
新
潟
県
の
「
マ
イ
・
ラ
イ
フ
・

リ
ゾ
ー
ト
新
潟
」
構
想
の
地
域

指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

構
想
の
実
現
に
よ
る
地
域
活
性

化
を
目
指
し
て
、
拠
点
施
設
の

整
備
を
進
め
て
行
き
ま
す
。

①
当
間
山
麓
地
区
開
発
事
業
②

小
松
原
地
区
開
発
事
業
③
高
津

倉
山
地
区
開
発
事
業
④
清
津
峡

地
区
開
発
事
業
⑤
清
田
山
・
七

ツ
釜
地
区
開
発
事
業
⑥
城
山
・

有
倉
佃
地
区
開
発
事
業
⑦
高
速

交
通
体
系
道
路
整
備
事
業
⑧
資

源
開
発
探
査
事
業

㈲
自
然
を
生
か
し
た

　
　
　
　
　
産
業
づ
く
り

　
魅
力
あ
る
地
域
を
作
る
に
は
、

魅
力
あ
る
働
き
場
の
創
設
が
大

切
。
中
里
村
の
持
つ
地
域
特
性
、

課
題
を
十
分
踏
ま
え
、
他
地
域

に
対
し
誇
れ
る
質
の
高
い
運
動

を
展
開
し
産
業
お
こ
し
を
目
指

し
ま
す
。

①
生
活
基
盤
整
備
事
業
②
加
工

施
設
整
備
事
業
③
新
製
品
技
術

開
発
推
進
事
業
④
販
売
流
通
経

路
開
拓
事
業
⑤
地
場
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー
設
立
事
業

㈲
快
適
居
住
空
間

　
　
　
理
想
の
里
づ
く
り

　
都
会
の
街
角
で
「
ど
こ
に
住

ん
で
い
ま
す
か
」
と
問
わ
れ
た

　
　
　
「
中
里
村
で
す
」

を
張
っ
て
言
え
る
地
域
づ
く
り

が
私
た
ち
の
願
い
で
す
。
暖
か

　
　
　
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
環
境

づ
く
り
を
住
民
の
話
し
合
い
を

大
切
に
し
な
が
ら
進
め
て
行
き

ま
す
。

①
生
活
水
等
総
合
活
用
整
備
事

業
②
下
水
道
等
モ
デ
ル
整
備
事

業
③
情
報
通
信
計
画
樹
立
事
業

④
市
街
地
再
開
発
事
業
⑤
商
店

街
近
代
化
事
業
⑥
地
域
景
観
整

備
事
業
⑦
集
落
住
環
境
整
備
事
業

㈲
ふ
れ
あ
い
中
里

　
　
　
　
　
体
験
づ
く
り

　
新
た
な
体
験
や
多
く
の
人
と

の
出
合
い
は
、
活
力
あ
る
村
づ

く
り
の
基
盤
と
な
る
も
の
で
す
。

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
養
い

人
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
こ

と
を
通
じ
　
全
て
の
活
動
の
基

礎
と
な
る
人
の
和
づ
く
り
の
環

境
整
備
に
努
め
ま
す
。

①
若
者
交
流
促
進
事
業
②
姉
妹

都
市
交
流
推
進
事
業
③
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
事
業
④
ふ
る
さ
と
文

化
開
発
事
業
⑤
異
文
化
交
流
推

進
事
業
⑥
観
光
農
園
推
進
事
業

⑦
施
設
の
有
効
活
用
推
進
事
業

平成元年3月10日広報かかマじ3
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章2第
　
活
力
あ
る
住
み
よ
い
村
の
建

設
を
実
現
す
る
た
め
に
、
人
間

生
活
の
基
盤
で
あ
る
土
地
利
用

を
は
じ
め
と
し
た
基
礎
的
諸
条

件
の
整
備
に
向
け
（
次
の
五
節

十
一
項
目
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。ω
土
地
利
用

①
土
地
利
用
計
画

⑭
水
利
用

　
①
水
源
の
確
保
②
水
源
の
開

◎　　
　
　
　
然
と
調
和
の
と
れ
た
生

　
　
　
　
　
活
基
盤
を
確
立
す
る
村

　
発
③
水
源
の
酒
養

㈹
交
通
通
信
網
の
整
備

①
道
路
交
通
網
の
整
備
②
鉄

　
道
の
整
備
③
バ
ス
路
線
の
整

　
備
④
通
信
網
の
整
備

㈲
雪
の
克
服
と
積
極
的
利
用

①
冬
期
間
の
生
活
の
確
保
②

　
雪
の
有
効
利
用

㈲
自
然
環
境
の
保
全

　
①
自
然
環
境
の
保
全

㊤　　
　
　
　
康
で
安
心
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
活
で
き
る
村

章
　
4第

　
道
路
交
通
網
の
整
備
が
進
み
、

ほ
ぼ
全
集
落
に
通
年
交
通
が
確

保
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
よ
り
一

層
産
業
基
盤
の
整
備
充
実
を
推

進
す
る
た
め
に
八
節
九
項
目
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

ω
農
業
の
振
興

　
①
農
業
の
振
興

⑭
林
業
の
振
興

　
①
林
業
の
振
興

⑥
水
産
業
の
振
興

　
①
水
産
業
の
振
興

㈲
商
業
の
振
興

第3章
　
健
康
は
人
類
永
遠
の
願
い
で

あ
り
、
幸
福
の
根
幹
を
な
す
も

の
で
す
。

　
こ
の
た
め
村
民
す
べ
て
の
人

が
健
康
で
明
る
く
安
心
し
て
日

常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
安
全
な
生
活
環
境
づ
く
り

と
、
幼
児
か
ら
老
人
ま
で
き
め

細
か
い
思
い
や
り
の
あ
る
福
祉

の
充
実
を
推
進
す
る
た
め
に
四

節
二
十
三
項
目
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

ω
安
全
な
生
活
の
確
保

　
①
交
通
安
全
②
消
防
救
急
③

　
防
災
④
公
害
⑤
治
山
・
治
水

㊧
　
　
　
　
　
業
が
活
発
で
若
者
が
生
産

　
　
　
　
　
活
動
に
参
加
で
き
る
村

①
商
業
の
振
興

㈲
工
業
の
振
興

　
①
工
業
の
振
興

㈲
新
し
い
産
業
の
開
発

　
①
新
し
い
産
業
の
開
発

ω
観
光
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
地

　
帯
の
形
成

　
①
資
源
及
び
施
設
の
整
備
②

　
受
け
入
れ
体
制
整
備
と
誘
客

　
宣
伝

㈹
国
有
林
野
の
活
用

　
①
国
有
林
野
の
活
用

スタートして15年目を迎えた歯科診療所

蕩産業別構成比

　　　資料：国勢調査

ω
生
活
環
境
の
整
備

　
①
上
水
道
②
下
水
道
③
ゴ
ミ

　
処
理
④
し
尿
処
理
⑤
墓
地
・

　
火
葬
場
⑥
公
園
・
縁
地
⑦
住

　
宅
⑬
保
健
衛
生

　
①
健
康
づ
く
り
②
疾
病
の
予

　
防
③
医
療
体
制
の
充
実
④
国

　
民
健
康
保
険

㈲
社
会
福
祉
の
充
実

　
①
地
域
福
祉
②
児
童
福
祉
③

　
老
人
福
祉
④
母
図
子
福
祉
⑤

　
心
身
障
害
者
福
祉
⑥
低
所
得

　
者
福
祉
⑦
出
稼
者
福
祉

第5章

第1次産業（農林水産業）

第2次産業（鉱健設・製造業）

第3次産業（上記以外）

圏
□
國

（
単
位
％
V

㊦　　
　
　
　
豊
か
で
意
欲
的
な
人

　
　
　
　
　
づ
く
り
を
め
ざ
す
村

　
生
涯
教
育
の
観
点
か
ら
学
校

は
も
ち
ろ
ん
、
家
庭
、
社
会
、

職
場
な
ど
あ
ら
ゆ
る
場
に
お
い

て
教
育
文
化
、
体
育
活
動
の
促

進
を
は
か
り
な
が
ら
積
極
的
に

教
育
的
環
境
整
備
を
推
進
す
る

た
め
に
、
四
節
十
項
目
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

ω
学
校
教
育
の
整
備
充
実

①
幼
児
教
育
②
義
務
教
育
③

　
高
等
教
育

⑭
社
会
教
育
の
推
進

　
①
社
会
教
育
指
導
体
制
と
施

　
設
の
充
実
②
青
少
年
教
育
③

　
成
人
・
高
齢
者
対
策
④
新
し

　
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成

⑥
社
会
体
育
の
振
興

　
①
社
会
体
育
施
設
の
整
備
②

　
社
会
体
育
活
動
の
推
進

㈲
文
化
の
高
揚

　
①
文
化
の
高
揚

昭45　昭50　昭55　昭60

第6章

⑤　　
　
　
　
代
の
先
ど
り
で
村
民
の

　
　
　
　
　
英
知
を
集
め
築
く
村

　
村
民
が
村
政
に
積
極
的
に
参

加
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
進
め

多
様
化
・
高
度
化
す
る
行
政
需

要
に
対
応
で
き
る
合
理
的
な
行

政
運
営
を
推
進
す
る
た
め
に
二

節
四
項
目
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。ω
住
民
参
加

　
①
住
民
参
加

ω
行
財
政
の
合
理
化

　
①
行
政
の
合
理
化
②
財
政
の

　
合
理
化
③
広
域
行
政
の
推
進

4月”5
貸付開蛤予竈

　
村
で
は
新
年
度
か
ら
「
克
雪
住
宅
資
金
」
　
「
入
学
準
備
金
・
奨
学

金
」
の
二
つ
の
貸
付
を
実
施
し
よ
う
と
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
克

雪
住
宅
等
資
金
貸
付
は
、
雪
下
ろ
し
の
苦
労
が
か
か
ら
な
い
克
雪
住

宅
を
普
及
さ
せ
る
た
め
に
建
設
資
金
の
一
部
を
低
利
で
、
ま
た
、
入

学
準
備
金
・
奨
学
金
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
少
人
数
、
低
額
で

あ
っ
た
育
英
資
金
制
度
を
変
え
、
高
等
学
校
か
ら
大
学
ま
で
と
幅
を

広
げ
無
利
息
で
貸
し
付
け
る
と
い
う
も
の
で
す
。
計
画
し
て
い
る
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、
予
算
を
伴
い
ま
す
の
で
詳
し
い
こ
と
は

三
月
議
会
終
了
後
追
っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

雪
繭
劉

克
雪
講
藷
、

【
貸
付
対
象
に
な
る
建
物
及
び

　
工
事
費
】

　
左
の
写
真
の
よ
う
な
融
雪
式
、

落
雪
式
、
高
床
式
、
耐
雪
式
の

克
雪
専
用
住
宅
、
併
用
住
宅
を

　　　　　　⑧

屋根の上で融雪できる

施設を備えた住宅

融
資

新
築
や
増
築
、
改
築
し
た
場
合

は
一
般
住
宅
と
の
差
額
と
し
、

改
良
は
屋
根
工
事
費
の
す
べ
て

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　　　　　　㊥

床高が1．5m以上で人

力によらずに落雪でき、

近隣に迷惑をかけない

住宅

【
貸
付
額
】

　
貸
付
対
象
工
事
費
の
八
十
パ

ー
セ
ン
ト
以
内
で
五
十
万
円
以

上
五
百
万
円
以
内
の
予
定
で
す
。

（
＋
万
円
単
位
）

【
貸
付
利
率
】

　
年
利
三
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
で

す
。【
償
還
期
間
】

　
十
年
以
内
で
す
。

【
取
扱
金
融
機
関
】

　
第
四
銀
行
十
日
町
支
店
、
新

潟
中
央
銀
行
中
里
支
店
、
中
里

村
農
業
協
同
組
合
で
す
。

【
申
し
込
み
方
法
】

　
四
月
一
日
か
ら
八
月
三
十
一

日
ま
で
に
取
扱
金
融
機
関
の
申

込
書
に
よ
り
役
場
経
由
で
申
し

　　　　　　㊥

床高が2，0m以上の住

宅

込
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
保
証
人
、
担
保
】

　
連
帯
保
証
人
一
人
以
上
、
た

だ
し
、
取
扱
金
融
機
関
の
判
断

に
よ
り
担
保
を
つ
け
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

【
貸
付
額
】

区
　
　
分

貸
付
額

高
等
学
校
二
＋
万
円
以
内

高
等
専
門
学
校

専
修
学
校
三
＋
万
円
以
内

大
　
　
　
学

四
＋
万
円
以
内

⑧2．5mの積雪に耐えら

れる住宅

撒
利
息
で

【
貸
付
利
息
】

　
無
利
息
で
す
。

【
返
還
方
法
】

　
入
学
し
た
翌
年
の
四
月
か
ら

四
十
ヵ
月
以
内
に
返
還
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

【
貸
付
額
】

区
　
　
分

貸
付
額

高
等
学
校

一
　
万
　
円

高
等
専
門
学
校

専
修
学
校

一
万
五
千
円

大
　
　
　
学

二
　
万
　
円

【
貸
付
利
息
】

　
無
利
息
で
す
。

【
貸
付
期
間
】

　
貸
付
開
始
の
月
か
ら
学
校
の

正
規
の
修
業
期
間
が
修
了
す
る

月
ま
で
で
す
。

【
返
還
方
法
】

　
貸
付
期
間
終
了
後
、
六
ヵ
月

据
え
置
き
貸
付
期
間
に
相
当
す

る
期
間
内
に
返
還
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

平成元年3月10日広轍亀’かで～5
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奪饗馨難

　
新
潟
県
の
「
マ
イ
・
ラ
イ
フ
・
リ
ゾ
ー
ト
新
潟
」
構
想
の
重
点
整

備
地
区
の
｝
つ
、
十
日
町
市
と
当
村
に
ま
た
が
る
当
間
高
原
地
区
を

ス
ポ
ー
ツ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
型
の
リ
ゾ
ー
ト
基
地
に
開
発
し
よ
う
と
第

三
セ
ク
タ
ー
「
㈱
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
」
の
設
立
総
会
が
二
月
十
日
、

十
日
町
市
の
ク
ロ
ス
ー
0
で
開
か
れ
、
当
村
も
参
加
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

三
象
欝
慧
撫
灘
驚
発
㈱
」
か
蔑
さ
れ
、
ス
キ
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
場
開
発
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て

　
　
　
　
当
間
高
原
饗
騰
癒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
す
。

当
間
高
原
地
区
全
体
を
見
る

と
中
里
村
側
全
域
及
び
十
日
町

市
側
の
国
有
林
側
は
、
安
達
事

業
グ
ル
ー
プ
と
の
間
で
、
そ
れ

ぞ
れ
第
三
セ
ク
タ
ー
「
清
津
観

光
開
発
㈱
」
と
「
当
間
高
原
開

優良町村で

全国町村会吉表彰
　中里村の将来像f自然と調和しやすら

ぎと活力ある住みよい村」づくりへ向け、

着実に成果を上げて零ているとして、こ

のほど全国町村会から表彰されました。

　なお、県内からは南蒲原郡昧万村との

2村でした。

中型ハスで遍年運行
　　　　宮中線・田代線発車オーライ

　
し
か
し
な
が
ら
、
十
日
町
市

側
の
民
有
地
（
段
丘
部
分
）
の

開
発
会
社
が
未
定
で
あ
り
ま
し

た
の
で
、
こ
の
新
会
社
を
設
立

し
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
当
間
地
区
の
開
発
は
、

前
述
の
と
お
り
三
つ
の
第
三
セ

ク
タ
ー
で
開
発
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
、
こ
の
地
区

へ
の
年
間
を
通
じ
た
集
客
を
考

え
ま
す
と
、
こ
れ
ら
の
会
社
間

の
協
力
体
制
作
り
が
非
常
に
大

　
今
ま
で
越
後
交
通
㈱
が
運
営

し
て
き
た
十
日
町
i
宮
中
－
中

里
－
田
代
線
は
、
こ
の
ほ
ど
同

社
の
子
会
社
で
あ
る
越
後
交
通

観
光
バ
ス
㈱
に
よ
っ
て
運
営
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
三
月
一
日

切
な
も
の
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
当
村
で
は
、
こ
れ
ら
の
背
景

の
も
と
に
、
十
日
町
市
側
が
第

三
セ
ク
タ
ー
設
立
に
際
し
、
当

村
の
資
本
参
加
を
強
く
望
ん
で

い
た
こ
と
と
、
今
後
進
め
ら
れ

る
開
発
が
地
域
の
将
来
の
た
め

に
な
る
も
の
に
指
導
監
督
す
る

立
場
か
ら
、
あ
え
て
こ
の
新
会

社
に
参
加
す
る
こ
と
と
し
た
も

の
で
す
。

　
ま
た
、
計
画
が
進
行
す
る
中

で
エ
リ
ア
の
弾
力
的
な
検
討
も

さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　　　　中里一宮中一土市線
中里役場前一小原一宮中入ロー貝野一安養寺一姿一土市駅

中　　里
役場前発

宮　　中

入口発
土　　市

駅前着
土　市
駅唾発

宮　中
入口発

中　　里
役場前着

7．15 7．21 7．35 7．35 7．49 7．55

7．55 8．01 8．15 8．50 9．04 9．10
10．45 10．51 11．05 11．30 11．44 11．50

12．30 12．36 12．50 13．20 13．34 、13．40

15．30 15．36 15．50 16．00 16．14　16．20

17．20 17．26 17．40 17．50 18．04　　18．10

17．55 18．01 18．15 18．35 18．49　18．55

役
場
前
で
出
発
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
マ
イ
カ
ー
な
ど
の

普
及
に
よ
り
利
用
客
が
年
々
減

少
し
て
き
て
い
る
現
状
を
踏
ま

え
、
同
路
線
を
中
里
ー
宮
中
ー

土
市
線
と
中
里
－
倉
俣
－
田
代

当
権
憔
、
殊
薦
麟
難

　
新
会
社
は
、
新
潟
県
、
十
日

町
市
、
中
里
村
と
鹿
島
建
設
㈱

を
は
じ
め
と
す
る
民
間
二
十
四

社
で
構
成
さ
れ
た
も
の
で
、
資

本
金
は
三
億
円
で
す
。

　
代
表
取
締
役
社
長
に
は
、
梅

田
健
次
郎
鹿
島
建
設
副
社
長
が
、

ま
た
、
中
里
村
長
も
取
締
役
に

選
任
さ
れ
ま
し
た
。
当
村
の
出

資
は
一
パ
ー
セ
ン
ト
の
三
百
万

円
で
す
。

中里一倉俣一田代線
中里役場前一桔梗原一倉俣一重地一下山一田代

中　　里
役場前発

田代着 田代発
中　　里
役場前発

7．55 8．20 6．50 7．15
11．40 12．05 7．30 7．55
1β．40 14．05 9．15 9．40
15．30 15．55 12．05 12．30

18．10 18．35 15．05 15．30

16．55 17．20

線
の
二
路
線
に
分
け
、
国
・
県
・

村
の
補
助
を
得
て
代
替
輸
送
す

る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
車
両
は
こ
れ
ま
で
に

比
べ
小
さ
い
三
十
四
人
乗
り
の

中
型
バ
ス
で
運
行
さ
れ
ま
す
。

　
今
ま
で
道
路
が
狭
く
、
冬
期

間
は
ほ
と
ん
ど
運
休
し
て
い
ま

し
た
が
、
今
後
は
通
年
運
行
が

可
能
と
な
り
冬
期
間
も
利
用
で

き
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

昭和63年度各会計予算執行状況（単位：万円）

予算現額 収入済額 収入率 支出済額 執行率

一　般　会　計 84，658 59，120 69．8％ 55，662 65．7％

総合福祉センター特別会計 ，1，584 1，657 104．6％ 1，069 67．5％

と畜場事業特別会計 3，635 3，324 91．4％ 2，278 62．7％

合　　　計 89，877 64，101 7L3％ 59，009 65．7％

昭和63年度市町村別負担金状況（単位：万円

一般会計
総合福祉セン

ター特別会計

と畜場事業

特別会計
合　計

構成比
（％）

．十β町市 36，042 30 798 36，870 49．4

規西晦 11，831 22 139 11，992 16．1

津南町 15，830 966 337 17，133 23．0

中璽桝 8，476 25 98 8，599 11．5

．舎計 72，179 1，043 1，372 74，594 100．0

災害出動状況（63．4．1～63．12．31）

　十日町市、津南町、川西町、中里村の4市町村

が資金を出し合って広域的に消防活動、総合福祉

センター（御陣荘）、と畜場の各事業を行ってい

る十［ヨ町地域広域事務組合の財政事情（昭和63年

12月31日現在）をお知らせします。12月31日現在）をお知らせします。

　　　　　－
組合債の現在高状況（単位：万円）　　組合財産の状況

舶肺 川西訂 津南町 中里村 園域外 合計
火災出動（林野飼 11 4 6 1 22

救急　出　動 600 110 134 54 19 917
目的（事業名） 金　額

建　物 9，917．95mZ その偽の災害出動 15 4 9 4 1 33
消防庁舎建設事業 4，650 合　　　計， 626 118 149 59 20 972

基　金 556万円消防施設整備事業 24
総合福祉センター及びと畜場利用状況　　（63。4．1～63。12、31）

地域総合整備事業 2，350
土　地 所在市町村より借地

十日町甫 川西町 津南町 中里村 圏域外 合計
総合福祉センター建設事業 1，607

と畜場整備事業 9，401
その他 温泉利用権

総合福祉センター 438 136 15，178 422 439 16，613人

合　　　計 18，032 と　　畜　　場 3，415 1，880 4，218 662 911 11，086頭

組合財産の状況組合債の現在高状況（単位：万円）

（63。4．1～63．12．31）総合福祉センター及びと畜場利用状況

　
今
年
四
月
一
日
か
ら
、
新
し

い
消
費
税
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
こ
の
消
費
税
は
、
商
品
や
サ

ー
ビ
ス
の
売
り
上
げ
に
か
か
る
間

接
税
で
、
税
金
分
は
価
格
に
上
乗

せ
さ
れ
、
最
終
的
に
は
消
費
者

が
負
担
し
ま
す
が
、
納
税
は
製

造
・
卸
・
小
売
の
各
事
業
者
が

行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
各
事
業
者
の
方
に

は
、
消
費
税
の
仕
組
み
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
納
税
事
務
の
手

続
き
を
い
ち
早
く
知
っ
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
税
務
署
で
は
、
消
費
税
に
つ

い
て
の
い
ろ
い
ろ
な
疑
問
に
答

え
る
た
め
事
業
者
の
方
に
対
し

て
、
説
明
会
を
開
催
し
た
り
、

詳
し
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
用
意

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

〈
消
費
に
広
く
薄
く
課
税
〉

　
消
費
税
は
、
消
費
に
広
く
薄

く
負
担
を
求
め
て
お
り
、
国
内

の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
取
り
引

き
に
対
し
て
、
三
％
（
普
通
乗

用
車
は
平
成
四
年
三
月
ま
で
六

％
）
の
税
率
で
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
土
地
や
有
価
証
券

の
売
却
、
預
金
の
利
子
、
医
療
、

福
祉
、
教
育
の
一
部
な
ど
に
は

課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
輸

出
に
つ
い
て
は
免
税
と
な
っ
て

四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

い
ま
す
。

　
〈
納
税
義
務
者
は
〉

　
消
費
税
を
最
終
的
に
負
担
す

る
の
は
消
費
者
で
す
が
、
消
費

税
を
実
際
に
納
税
す
る
の
は
事

業
者
で
す
。

　
た
だ
し
、
個
人
事
業
者
に
つ

い
て
は
前
々
年
、
法
人
に
つ
い

て
は
前
々
事
業
年
度
（
こ
れ
を

「
基
準
期
間
」
と
い
い
ま
す
。
）

の
課
税
売
り
上
げ
が
三
千
万
円

以
下
の
事
業
者
の
方
は
、
納
税

義
務
が
免
除
さ
れ
ま
す
の
で
、

申
告
・
納
税
の
義
務
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
な
お
、
こ
の
よ
う
な
免
税
事

業
者
で
も
、
課
税
事
業
者
と
な

る
こ
と
を
選
択
で
き
ま
す
。

　
〈
納
付
税
額
の
計
算
〉

　
税
額
の
計
算
は
、
課
税
期
間

（
個
人
事
業
者
は
そ
の
年
、
法

人
は
そ
の
事
業
年
度
）
中
の
売

り
上
げ
に
対
す
る
税
額
か
ら
、

同
じ
期
間
中
の
仕
入
れ
に
含
ま

れ
る
税
額
を
差
し
引
く
だ
け
で

す
。　
な
お
、
仕
入
れ
に
含
ま
れ
る

税
額
の
方
が
多
け
れ
ば
還
付
さ

れ
ま
す
。

年
問
課
税
亮
り
上
げ
x
3
％

　
　
　
　
　
騨

年
問
謀
税
仕
入
れ
×
3
％

　
　
　
　
＝

　
　
納
　
付
　
税
　
額

　
〈
簡
易
課
税
制
度
〉

　
基
準
期
間
の
課
税
売
上
高
が

五
億
円
以
下
の
課
税
事
業
者
に

つ
い
て
、
課
税
売
上
高
に
か
か

る
税
額
の
八
十
％
（
卸
売
業
者

は
九
十
％
）
を
課
税
仕
入
れ
に

　
　
　
　
　
り

含
ま
れ
る
税
額
と
み
な
す
も
の

で
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
こ
の
制
度
を

選
択
し
た
場
合
に
は
、
課
税
仕

入
高
の
計
算
を
行
う
必
要
は
な

く
、
謀
税
期
間
の
課
税
売
上
高

だ
け
を
基
礎
と
し
て
、
次
の
算

式
に
よ
り
納
付
す
る
消
費
税
額

を
計
算
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

課
税
期
間
の
課
税
売
上
高
×

幅
％
（
卸
売
業
者
は
鯖
％
）

　
㈱
卸
売
業
者
と
は
、
課
税
期

間
の
課
税
売
上
高
に
占
め
る
卸

売
に
係
る
課
税
売
上
高
の
割
合

が
五
十
％
を
超
え
る
事
業
者
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
〈
限
界
控
除
尉
度
〉

　
課
税
期
間
の
課
税
売
上
高
が

六
千
万
円
未
満
の
課
税
事
業
者

に
つ
い
て
、
課
税
売
上
高
に
応

じ
て
納
付
す
る
消
費
税
額
（
本

来
納
付
す
べ
き
税
額
〉
の
一
部

を
軽
減
す
る
も
の
で
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
税
務
署
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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雨の中、力いっぱい走ったよ

第9回村内小学校親善スキー大会が2月17日

田沢小学校グランドで開かれ、各校の5・6年

生の選手が参加。あいにくの雨模様の中でした

が日ごろの練習の成果を競い合いました。

【成績】

騒5年生女子（2km）　①富井裕子（高道山小）

②山田美恵（倉俣小）③熊倉美奈子（倉俣小）

④樋口智美（田沢小）⑤関寿恵（田沢小）

⑥鈴木美香（倉俣小）

■6年生女子（2km）　①鈴木孝子（倉俣小）

②山田信代（倉俣小）③村山明子（貝野小）

④高橋仁美（倉俣小）⑤渡辺繭子（田沢小）

⑥村山恵美（高道山小）

■5年生男子（3km）　①清水保志（田沢小）

②根津茂（田沢小）　③鈴木学（倉俣小）

④山田寿一（倉俣小）⑤鈴木大剛（倉俣小）

⑥中島充（貝野小）

■6年生男子（3km）　①斎喜真琴（倉俣小）

②樋口正晴（田沢小）③鈴木孝作（倉俣小）

④桑原享也（倉俣小）⑤山本明宏（清津峡小）

⑥鈴木隆司（倉侯小）

■女子リレー（2kmX4人）

①倉俣小　②清津峡小　③貝野小　④高道山

小⑤田沢小
■男子リレー（2km×4人）

①倉俣小　②田沢小　③清津峡小　④高道山

小⑤貝野小

出
前
講
談
を
満
喫

ー
雪
や
氷
を
解
か
す
よ
う
な
暖
か
い

話
を
し
ま
す
。
出
前
料
は
投
銭
の
み
で

結
構
。
そ
の
か
わ
り
宿
泊
と
地
洒
の
晩

酌
を
一
杯
い
た
だ
け
た
ら
い
う
こ
と
な

し
ー
。

　
村
内
の
十
日
町
高
校
同
窓
生
で
組
織

す
る
十
高
中
里
会
（
会
長
吉
楽
周
治
）

主
催
の
「
宝
井
琴
梅
の
出
前
講
談
」
が

二
月
十
日
、
林
屋
旅
館
で
開
か
れ
「
俺

い
わ
れ
る
工
法
で
屋
根
工
事
を
手
掛
け

て
き
ま
し
た
。

　
樋
口
さ
ん
は
「
ど
ん
な
材
料
を
使
い

ど
ん
な
建
て
方
を
す
る
の
か
興
味
深
か

っ
た
。
ま
た
、
仕
事
場
ま
で
行
く
に
三

回
も
ボ
デ
ィ
チ
エ
ッ
タ
さ
れ
厳
し
か
っ

た
が
、
歴
史
の
変
わ
り
目
で
も
あ
り
参

加
で
き
て
よ
か
っ
た
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　
時
々
、
村
内
に
サ
ル
が
出
た
と
い
う

噂
を
聞
き
ま
す
が
、
三
月
二
日
、
小
出

集
落
に
ま
た
ま
た
出
現
。
こ
の
お
サ
ル

さ
ん
、
だ
い
ぶ
人
に
は
慣
れ
て
い
る
よ

う
で
、
近
所
の
人
か
ら
も
ら
っ
た
リ
ン

ゴ
を
お
い
し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
し
て
も
屋
根
の
上
の
日
な
た

ぱ
っ
こ
は
気
持
ち
良
さ
そ
う
で
す
ね
。

あれ！サルが
　屋根で日なたぽっこ

ら
あ
日
本
の
マ
ン
マ
が
食
い
て
、
え
」
と

「
寛
永
三
馬
術
出
世
の
春
駒
」
あ
二
題

を
披
露
。
会
場
に
詰
め
掛
け
た
七
十
人

余
り
の
参
加
者
は
、
生
の
出
前
講
談
を

タ
ッ
プ
リ
満
喫
し
ま
し
た
。
な
お
同
会

は
、
昭
和
六
十
二
年
に
地
域
文
化
の
振

興
に
寄
与
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
発

足
さ
れ
た
も
の
で
す
。

「
葬
場
殿
」
の
屋
根
工
事
に

　
　
　
村
内
か
ら
三
人
参
加

　
去
る
二
月
二
十
四
日
、
昭
和
天
皇
の

大
喪
の
礼
が
東
京
・
新
宿
御
苑
で
行
わ

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
中
の
葬
場
殿
の
屋

　
　
ト

　
　
ン

　
　
ゼ

旗
レ
勝
ブ

優

渤
母

野
…
臨
圏
　
　
臨

　
　
新
聞
販
売
店
を
経
営
す
る
上
山
の
吉

　
楽
幸
司
さ
ん
が
創
業
二
十
周
年
を
記
念

　
し
て
「
村
の
ス
ポ
…
ツ
振
興
に
役
立
て

　
て
ほ
し
い
」
と
二
月
十
七
日
、
村
に
優

　
勝
旗
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
朱
色
地
に
金
糸

　
で
刺
し
ゅ
う
さ
れ
た
豪
華
な
も
の
で
、

　
関
体
育
協
会
長
、
杉
谷
野
球
協
会
長
が

　
見
守
る
中
、
村
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
こ
の
優
勝
旗
は
、
毎
年
行
わ
れ
る
村

　
民
野
球
大
会
の
覇
者
に
贈
る
予
定
で
す
。

根
工
事
に
村
内
か
ら
社
寺
職
人
の
樋
口

武
さ
ん
（
干
溝
）
富
井
柾
芳
さ
ん
（
如

来
寺
）
、
村
山
善
一
さ
ん
（
田
沢
）
の

三
人
が
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　
き
っ
か
け
は
、
樋
口
さ
ん
が
善
光
寺

で
の
葺
替
工
事
で
一
緒
だ
っ
た
和
歌
山

県
の
会
社
か
ら
さ
そ
い
を
受
け
た
も
の

で
、
三
人
は
一
月
二
十
四
日
か
ら
三
十

日
ま
で
の
一
週
間
、
主
に
関
西
か
ら
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
け
ら

ま
っ
た
十
人
の
職
人
と
共
に
、
柿
葺
と

大役を果たしてきた右から村山さん、樋口さん、富井さん

裁

囲』》

ワリきっかけは…D倣だちカ｛彼を知っていて渉ん

　村なでお酒を飲みに行っ畑しているう
　　　　　　ちにっき合いが始まりました。
　山第一日〕象は……りにぎやかで目立つなあと思いま

　　　　　　した。ワとぼけたというかひょうきん
文重　　　で、特別目立っていました．

子行引かれた所はτ噌勝気で元気がいいところワけ
　　　　　　っ一う周りに気を使ってくれる所です。
　さ
　　　エビソードは……ワ以前は飲みに行くといつも帰り

　　　が遅かったんです。それで家に入れな
　　　いようにカギをかけたんです。り開い

　　　ている所を見つけるのに苦労しました。

　　　結局トイレの窓から入ったんですよ。

子育てのモットーは……り元気で延びやかな子に

　　　育てたいです。O親との思い出をたく

　　　さん作ってあげたいと思っています。
村への要望は……り自然をできるだけ壊さないよ

　　　う、うまく利用したリゾート開発をや

　　　ってほしいです。

青
森
県
西
津
軽
郡
岩
崎
村

　
ふ
る
さ
と
岩
崎
は
、
日
本
海

側
で
秋
田
県
と
の
県
境
に
位
置

し
て
い
ま
す
。
晴
れ
の
日
は
、

男
鹿
半
島
が
海
の
正
面
に
か
す

か
に
浮
ん
で
見
え
ま
す
。

　
ま
た
、
津
軽
富
士
と
も
い
わ

れ
て
い
る
岩
木
山
を
望
み
、
大

小
十
二
あ
る
と
言
い
伝
え
ら
れ

て
い
る
十
二
湖
、
そ
の
中
に
青

わたしの

．・識卜♪

1彼纏一

　・｝？

働
割
．

　
　
　
β
　
ん
　
さ
　
子
　
京
倉
田
土
山

池
と
い
っ
て
色
が
違
う
湖
が
一

つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
山
は
奥
が

深
く
、
山
菜
の
宝
庫
で
も
あ
り

ま
す
。
夏
に
は
観
光
客
や
帰
省

客
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

　
冬
の
海
も
格
別
で
、
淋
し
く

も
あ
り
、
ま
た
そ
れ
で
い
て
勇

気
を
沸
き
立
て
て
く
れ
る
よ
う

な
波
の
音
が
、
津
軽
ジ
ョ
ン
ガ

ラ
節
の
三
味
の
音
と
妙
に
ダ
ブ

っ
て
私
に
は
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　
子
ど
も
の
こ
ろ
、
夏
と
も
な

れ
ば
海
に
も
ぐ
り
ア
ワ
ビ
や
サ

ザ
エ
な
ど
を
採
り
一
日
中
海
で

遊
ぴ
過
ご
し
た
も
の
で
す
．

　
青
森
へ
お
出
掛
け
の
際
は
、

海
岸
線
を
走
っ
て
い
る
J
R
五

能
線
に
乗
っ
て
み
て
下
さ
い
。

日
本
海
の
素
晴
し
い
風
景
が
た

ん
能
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
十
和
田
湖
、
弘
前
城

の
桜
、
ね
ぷ
た
祭
り
な
ど
青
森

に
は
見
る
所
が
沢
山
あ
り
ま
す

の
で
一
度
訪
ね
て
み
て
下
さ
い
。

　　　　　　　　⑰
　　　　　田沢小学校　3年生

　　　　　小山拓郎くん
紙版画で弟とけんかをしている

ところを作りました。友だちにモ

デルになってもらい、体の曲り具

合を観察しながら作ったので、カ

を入れてる様子がよく出せました。
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李些轟昊鶉霞，踊）⑰

このおひな様はね、明日香が生

まれた時に買ってもらったんだよ。

夜にはちゃんとぽんぼりにあかり

をつけるのよ。外には雪だるまを

作ってあるんだけど、あったかい

からとけちゃった。2つも作った

のに残念だなあ。お田さんは明日

香が素直な子に育ってほしいんだ

つて。

∫

1
題
、
、



講 豹鋤らぜ

　柳　厚子さん
　　　　（本屋敷・21歳）

壌欝勢
　昨年の4月から十日町市の丸

福証券で営業の仕事をしていま

す。趣味は今はこれといった物

がなく、楽しいことというと友

だちと電話をすることくらい。

今年はスイミングスクールに入

って水泳を始めようかと思って

います。性格は優柔不断で、買

物に行くと自分一人ではなかな

か決められなくて困ります。夢

はいろいろな所を旅行すること。

好きな男性のタイブは、話が上

手で穏やかな人。性格がよけれ

ばいいですね。

郡
市
中
学
校

新
人
ス
キ
ー
大
会
結
果

　
二
月
二
十
一
日
、
十
日
町
市

南
雲
原
で
行
わ
れ
た
、
郡
市
中

学
校
新
人
ス
キ
i
大
会
の
結
果

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

★
共
通
男
子
十
キ
。

　
一
位
　
斎
喜
　
直
（
二
年
）

★
共
通
女
子
五
，
。

　
四
位
　
竹
藤
さ
ゆ
り
（
一
年
）

東京・大宮までの新幹線キッブ

　　　役場で買えます

役場では、越後湯沢駅から東京、大

宮までの新幹線（自由席）のキップを

取り扱っています。料金が割引になっ

ていますのでぜひご利用ください。（子

供用はありません）なお、この売上げ

は越後田沢駅の実績になります。

■東京都内（片道）5，500円→5，100円

■大宮　　　（片道）5，100円→4，800円

■お求めは住民課窓口へ

午前8時30分～午後5時。土・日曜

　日も取扱っています。

農業用軽油、免税証の交付

農業用軽油にかかる免税証の交付を、

次の通り行います。交付を申請される

方は、忘れずに交付を受けてください。

　なお、当日交付を受けなかった場合、

交付を受けることができなくなること

があります。

■交付日　3月22日（水）

■交付場所　十日町財務事務所第2会

　　　　議室
■交付時問　午前9時～午後4時

5必要書類等

（1）印鑑（共同使用の場合は全員の印

　鑑）
（2）免税軽油使用者証

（3）耕作面積証明書（農業委員会で証

　明を受けてください）

（4）上記のほか、新規及び機械の変更

　がある場合は、使用機械の証明書

　　（所有証明、借用誕明）又は納品

　書等の写し（機械の製作所名、名

　称、馬力、燃料消費量等の記入を

　する必要がありますので、カタロ

　グを持参してください。）

■その他

道路運送法第4条の規定による登録

を受けている機械は、課税免除の対象

にならないので注意してください。

申請用紙は十日町財務事務所にあり

ます。不明な点は十日町財務事務所へ

お問い合せください。智57－5512

森林を伐採するときは

届出書を出しましょう

★
二
年
女
子
三
キ
。

　
四
位
　
斎
喜
裕
貴

★
男
子
リ
レ
ー
五
キ
。
×
四
人

　
八
位
　
斎
喜
　
直
（
二
年
V

　
　
　
山
田
和
志
（
二
年
V

　
　
　
富
井
徹
（
一
年
）

　
　
　
吉
楽
大
吾
（
二
年
V

★
女
子
リ
レ
ー
三
キ
。
×
三
人

　
八
位
　
竹
藤
さ
ゆ
り
（
一
年
）

　
　
　
斎
喜
裕
貴
（
二
年
）

　
　
　
井
口
寿
恵
（
一
年
）

森林は木材を生産すると同時に、水

を貯えたり、自然の猛威からわたした

ちの生命、財産を守ってくれるなど、

わたしたちの生活に欠くことのできな

い貴重な資源です。そのため、森林を

伐採するときには、正しい森林の取扱

い方法を守ってもらうために、　「伐採

計画」の届出をしてもらう必要があり

ます。　（森林法第10条）

■届出時期

伐採を開始しようとする日の90日か

ら30日前。

■届出用紙

役場開発課にあります。

手続、内容など詳しいことは開発課

で説明します。

十目町保健所からのお知らせ

廃棄物・公害・監視・検査業務等は

高水準の広域処理体制の強化を図るた

め、保健所業務のうち、下記の業務が

4月1日から六日町保健所に移ります。

①薬事、毒物及ぴ劇物などの取締まり

　や監視指導等の業務

②衛生検査所の立入りや指導等の業務

③廃棄物の処理に関する業務

④大気汚染防止や水質汚濁防止などの

業務

　なお、簡単な届け出や問い合わせな

どは当保健所でも受付します。

詳しくは十日町保健所へa57－2400

善意をありがとう
■香典返し

朴木沢　山田重弘さん　50，000円

■古切手寄付

東田沢　服部昭一さん

、

停電のお知らせ
■4月4日（幻　午後1時～4時

下山、田代、清田山の各全部

f

塩素系の製品と酸性タイブの製品を

いっしょに使うと

有害ガスが出て危険です磁7

必す注意表示を読んでお使いください。

㌧

黛獅
今月の納税と振替日

料
料
育
道
保
水

■
　
■　
’

｝
O

ノ
　
ノノ

ノ
・

拷
ノ
ー
〆γ

　　　　　　　　（振替日）
■国民健康保険税（3月分）3月31日

■国民年金保険料（3月分）3月27日

　　　　　（3月分）3月27日

　　　　　（3月分）3月27・日
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、
膨
受

、
、
夢
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⑭
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驚霧i禦…1，、鑑鵡

…欝輸：鞭鰹躍♂
　　　　　　　　　　●雪上ゲーム　　々　の
※26日（日）の小松原会場について参加希望者は申込み　　　｝ノ　　　　　、
して下さい。　（申込書は広報に折込んであります）　　／
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通
田
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朴

↓
知
枷
知
圏
の
の
幻
の

寿
好
正
春
　
　
　
σ
缶
（6
侶

　
　
　
　
　
す

島
田
山
雲
　
ま
一
三
二
吉

纏
傷
諭
善
健
昭
錦

也
司
夢
輝
　
や
し
藤
部
雲
田

　
　
　
　
く
う

一
浩
大
大
お
も
斎
服
南
山

「気をつけて」

　朝の一言忘れずに

　今年は暖冬少雪で、例年より早く外

で遊ぷことができ子供たちはうれしそ

うです。

　しかし、この時期に怖いのは交通事

故一特に入所・入学を控えた子供の

死亡ニユースほど悲しいものはありま

せん。

◎指導を繰り返し習慣づけを！

昭和62年の「交通統計」によると、

6歳以下の子供の歩行中に起きた交通

事故は全国で5．407件。このうち55．7％

は「とび出し」が原因です。

　こうした事故を減らしていくには、

まず両親（大人）が幼児のもつ特性を

知りそれに応じた具体的な交通安全の

ための指導を繰り返し行い、習慣づけ

をすることが大切です。

◎通所・一通学路を一緒に歩こう。

特に、入所・入学を控えたお子さん

が道路に出るときや道路を渡るときは、

必ずいったん止まって右・左を確認す

る習慣を身につけさせましょう。

また、両親（大人）が事前に通学路

などを子供と一緒に歩き、危険な場所

を確認し、それらの場所ではどのよう

なことに気をつけなければならないか

を、具体的に教えてあげることが大切
です。

●飲酒運転検挙者数　0人

●無免許運転違反　　1人

●事故発生件数　　　3件

●死亡事故ゼロ　　415日

　　　　　（2月末累計）
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